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令和５年度 横浜中央看護専門学校 事業報告 
 

教 務 
 
Ⅰ教育 
1）学生状況     卒業生  66名 
          9期生  69名 
          10期生 77名 
          11期生 86名 
          在校生 232名  
 
2）学力向上･国家試験について 
  成績不振の学生に対して適時面談を行い、学習方法と併せて生活習慣をともに考えられるよう 
 支援を行った。 

国家試験対策としては、各学年の進度を考慮し国家試験ガイダンス、国家試験模擬試験、国家 
試験対策講座を実施した。また、全国模議試験結果から個別指導を行い高正答率８０％の問題を 
分析し学生指導を行った。3学年は 4月に学生からサポート教員の希望をとり、相談しやすい環 
境を整えた。 

国家試験結果   新卒者 98.5%  (65/66名)    ＊全国全体の平均 87.8% 
 
3)就職について 
  2学年より就職セミナーを実施（自己分析、小論文、履歴書の書き方、面接対策等） 
    就職内定 64名 進学 1名（助産師学校） 
 
4)臨床実習関係 
  新型コロナウイルス感染症の 5類移行に伴い実習病院等と協議し、概ね臨地実習は行えた。 
 

Ⅱ 学校生活について 
  新型コロナウのウイルス感染症 5類移行に伴い授業、演習等を通常の対面式に戻した。 
 入学式、卒業式、戴帽式は来賓・保護者の参加を拡大し行った。また、新たな取り組みとして 
 各学年の保護者会を行い学年目標・運営・指導体制について伝え意見交換を行った。 
 

Ⅲ 教員育成について 
1名、大学院にて教育に関わる 4単位以上を修得し有資格となる。 

  教員のスキル向上を目的として、8月に「ハラスメントについて」、12月に「学生への対応に 
  ついて」それぞれ外部講師を招いて研修行った。 
 

事 務 
 

Ⅳ学生募集 

1）高校訪問を再開し実施 
2）学校説明会はﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ型で実施、ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ、ﾐﾆ・ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽは例年通り実施 
3）進学情報サイトへ掲載し受験生へ資料請求を訴求 
4）高校で開催される進学ガイダンスに参加 
5）昨年度から総合型選抜入試と社会人特別入試Ⅱ期を追加し実施しましたが、定員確保のため 
  更に総合型選抜Ⅱ期と一般 D日程入試を追加し募集定員を確保しました。   

 

Ⅴ関係諸団体との連携 

1）神奈川県専修各種学校協会 
2）神奈川県看護学校連絡協議会、神奈川県看護協会、神奈川県病院協会、横浜市病院協会 
3）所轄官庁（神奈川県私学振興課・保健医療部医療課） 

 

Ⅵ学校運営 

1）建物：建築物環境衛生管理技術者等に業務を委託し法令に則り適正に管理及び保守を実施 
 


